
 
                                                                                  

沖縄 平成 18 年２月 27 日 認定日 生活 事業分野 地 域 

事業計画の概要： 
 
琉球漆器の代表的技法である「堆錦」と琉球ガラスの融合により、新たな工芸品「琉球ガラ

ス漆器」を開発・販売する。 
 
 
 

テーマ名：琉球ガラス漆器の開発・販売  
 
 
 
 
 
 
 
 

コア企業：合資会社 漆工  漆器製造業 
連携企業等：合資会社 奥原硝子製造所   

 
 
 
 

 

 

販路支援 

玉川漆器㈱ 
マーケット情報提供 
販路開拓支援 

デザイン支援 

㈱プラザハウス 
商品企画・プロモー
ション支援 
海外ブランドとのコ
ーディネート力 
 

合資会社 奥原硝子製造所 
●現代の名工の琉球ガラス製作技能 

●新技術開発力 

琉球ガラスの製造技術 

堆錦技術 

コア企業：合資会社 漆工 
●伝統工芸士の伝統技術 
●新技術開発力 

●複合技術の実用新案 

●ブランドの商標登録 

連携体の構成 

 
○琉球漆器の代表的技法である

「堆錦」を、琉球ガラス表面に加
飾した「琉球ガラス漆器」を開
発・製品化する。 

う。 

○海外著名ブランドとのコラボレー
ト経験豊富な企業の協力によ
り、海外市場でも展開可能な斬
新的な意匠開発を行

 

連携の特徴 
 

と

を

新事業
 
○従来の漆器愛好者に加え、一

般消費者のニーズにマッチし
たデザインの採用により、潜在
需要を掘り起こす。 

 

○「琉球ガラス漆器」は、それ自
体が工芸品であると同時に、
琉球漆器を現代の生活シーン
に取り入れやすくする「乗り物」
となる。

市場性  
 
 
 
 
 
 
 

 

支援予定メニュー  
 
①補助金 ②政府系金融機関の低金利融資（沖縄振興開発金融公庫）
○ ブ ラ ン ド を 立 ち 上
げ、従来工芸品
は一線を画した事
業展開により、付加
価値の高い「新工
芸」としての地位
確立する。 


